
九州の鉱工業生産動向
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［基調判断］……………持ち直しの動きが続いている
２０１１年１月の九州地区の鉱工業生産指数（季節調整済）は、輸送機械や電気機械等の生産は好調で
あった一方で、一般機械や電子部品・デバイス等の生産が伸び悩んだことから、前月比０．４％低下の
１０２．８と小幅ながら前月を下回りました。しかしながら、一時的な生産調整の要素が大きく、持ち直
しの動きは続いています。

［業種別動向］……………輸送機械を中心に１７業種中１１業種で上昇するも一般機械、
電子部品・デバイスが大きく低下

業種別の寄与度をみると、新型車の本格生産が始まり、中国・北米向け乗用車も好調な輸送機械の
他、電気機械等も上昇したことで、全１７業種中１１業種がプラスに寄与しました。一方、海外発電所向
けボイラーや蒸気タービン等の一時的な生産減の影響等から一般機械が低下した他、国内向け液晶テ
レビや車載用の半導体等で生産調整等が実施されたことにより、電子部品・デバイスもマイナスに寄
与する等、全体では小幅低下となりました。

九 州経済動向
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福岡県の最近の経済動向
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福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（２００５年＝１００）
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（出所）九州経済産業局

［福岡県の景気］……………持ち直しの動きが見られる

生産活動では、新型車生産が本格化したことに加え、海外向け乗用車の需要も好調なことから、輸

送機械が上昇したほか自動車部品の需要増加に伴い化学も好調に推移する等、持ち直しの動きが見ら

れます。

消費面については、厳しい冷え込みが続いて客足が伸びなかったこと等が影響し前年割れとなりま

したが、住宅建設については、住宅取得関連の優遇制度の効果もあって、持家取得の動きは引き続き

堅調となっています。

［生産活動］……………総合指数は２ヵ月連続のプラス

１２月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きをみ

ると、総合指数は９２．９となり、前月比３．３％上昇

しました。

主要業種では、半導体製造装置の生産調整等か

ら一般機械が低下した一方、新型車の本格生産が

開始され、中国、北米向けの乗用車需要も好調な

輸送機械が上昇したほか、シートカバー等の自動

車関連部品需要も高まっていることから化学も上

昇しました。

［大型小売店］……………２ヵ月連続で前年割れ

１月の大型小売店販売額は、前年同月比０．４％

減の５８９億円と、２ヵ月連続で前年を下回りました。

通常より土曜日が１日少なかったことや厳しい

冷え込みにより客足が遠のいたこと等が影響した

ものの、機能性肌着や防寒衣料品、鍋物関連の食

材等に動きが見られたことで、小幅での減少と

なっています。

福岡県経済動向

24 FFG調査月報 2011年4月



12111 2 3 4 5 6 17 8 9 10
2010 2011

（戸）� （％）�

500

0

1,000

2,000

2,500

3,000

3,500

1,500

前年比�

持家� 貸家� 給与� 分譲�
100

▲50

50

0

121110 11 2 3 4 5 6 7 8 9
2010 2011

（億円）� （％）�
50

▲50

0

100

0

200

400

500

600

300

前年比�

国� 独立行政法人等� 県� 市町村� その他�

2112112 3 4 5 6 7 8 9 10
2010 2011

（億円）� （件数）�
50

10

30

0

40

80

120

160

倒産件数�

負債総額�

福岡県経済動向

［住宅建設］……………１１ヵ月連続で前年を上回る

１月の新設住宅着工戸数は、持家は前年同月と

比べ小幅減となったものの、引き続き住宅取得関

連の優遇制度の効果等により、分譲住宅について

はマンション、戸建ともに増加しています。前年

同月大きく減少していた貸家についても倍増する

等、全体では同５２．０％増の３，０７５戸と１１ヵ月連続

で前年を上回りました。

［公共工事］……………件数、請負金額ともに減少

１月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年同月比０．６％減の７０３件、金額は同

２７．６％減の１６８億円となりました。工事が前倒し

になった影響等から、請負金額は２ヵ月連続で前

年を下回りました。

発注者別にみると、下水道施設整備の大型案件

等で「市町村」が増加となったものの、「国」や

「県」では前年を下回っています。

［企業倒産］……………件数、負債総額ともに前年を下回る

２月の企業倒産（負債額１，０００万円以上）は、１０

億円以上の大型倒産が無く、建設業で倒産件数が

前年比１１件減少したこと等から、件数は前年同月

比３３．３％減の２０件、負債総額は同５６．９％減の２２億

円と件数、負債総額ともに前年を下回りました。

前月比でも、２ヵ月連続で件数、負債金額とも

に減少しています。

福岡県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

福岡県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

福岡県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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熊本県の最近の経済動向
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（出所）九州経済産業局

［熊本県の景気］……………持ち直しの動きが見られる

生産活動では、電子部品・デバイスが海外との価格競争等から６ヵ月連続で低下しているものの、

アジア向け半導体製造装置等の需要が好調な一般機械が牽引役となり、総合指数も上昇する等持ち直

しの動きが見られます。

消費面では、厳しい冷え込みが続いて客足が鈍化しながらも、防寒衣料品や日用品等に動きが見ら

れたことで横ばい圏で推移したほか、住宅建設についても、住宅取得関連の優遇制度の効果等から、

持家取得の動きは堅調となっています。

［生産活動］……………総合指数は３ヵ月ぶりにプラス

１２月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は９４．１となり、前月比で６．７％上

昇しました。

主要業種では、海外との価格競争の影響等から

電子部品・デバイスが６ヵ月連続で低下した一方

で、中国、台湾向け半導体製造装置等の需要が引

き続き好調な一般機械は大きく上昇しました。

［大型小売店］……………小幅ながら前年を下回る

１月の大型小売店販売額は、前年同月比０．６％

減の１５８億円と、小幅ながら３ヵ月連続で減少し

ました。

土曜日が通常より１日少なかったことや厳しい

寒さで客足が遠のいたこと等が影響した一方で、

日用品等に動きが見られたことから、全体ではほ

ぼ横ばいとなりました。

熊本県経済動向
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熊本県経済動向

［住宅建設］……………２ヵ月連続で前年を下回る

１月の新設住宅着工戸数は、住宅減税の効果等

から、持家や分譲住宅は前年同月と比べ増加した

ものの、貸家が大きく減少したことから、全体で

は前年同月比５．８％減の６８５戸と２ヵ月連続で前年

を下回りました。

［公共工事］……………請負金額は３ヵ月ぶりに前年を下回る

１月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年同月比２１．３％減の４８４件、金額が同

１５．７％減の９１億円となり、請負金額は３ヵ月ぶり

に前年を下回りました。

発注者別では、橋梁工事の大型案件等で「国」

が増加したものの、「県」や「市町村」で前年を

下回りました。

［企業倒産］……………小口倒産増加

２月の企業倒産（負債額１，０００万円以上）は、件

数は前年同月比５０．０％増の１２件、負債総額は同

１０．６％減の１１億円となりました。

前月比では、２ヵ月連続で負債総額は減少して

いますが、小口の倒産が増加しており件数は増加

しています。

熊本県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

熊本県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

熊本県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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長崎県の最近の経済動向
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（出所）九州経済産業局

［長崎県の景気］……………持ち直しの動きが続いている

生産活動では、海外向けの発電設備等の需要が好調な一般機械が牽引役となり、持ち直しの動きが

続いています。

消費面では、主力の飲食料品が堅調でプラスに推移したほか、住宅建設については、住宅取得関連

の優遇制度の効果等もあって、持家取得の動きは引き続き堅調となっています。

［生産活動］……………総合指数は２ヵ月ぶりにプラス

１２月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きをみ

ると、総合指数は１４８．６となり、前月比１．７％上昇

しました。

主要業種を見ると、主に海外の発電設備向けボ

イラーや蒸気タービン等が好調なことから一般機

械が大きく上昇したほかは、横ばい圏で推移して

います。

［大型小売店］……………７ヵ月連続で前年を上回る

１月の大型小売店販売額は、前年同月比０．９％

増の１１１億円と、７ヵ月連続で前年を上回りました。

通常より土曜日が１日少なかったことや厳しい

冷え込みにより客足が遠のいたことが影響したも

のの、防寒衣料品や寝具に動きが見られたことや、

堅調に推移した飲食料品が消費の牽引役となり、

全体ではプラスで推移しました。

長崎県経済動向
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長崎県経済動向

［住宅建設］……………２ヵ月連続で前年を上回る

１月の新設住宅着工戸数は、貸家や分譲住宅で

前年同月と比べ小幅減となった一方で、住宅取得

関連の優遇制度の効果等から持家については増加

する等、全体では前年同月比１．４％増の４９４戸と２

ヵ月連続で前年を上回りました。

［公共工事］……………件数、請負金額ともに前年を下回る

１月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年同月比２０．９％減の３４５件、金額が同

１９．３％減の８５億円と、件数、請負金額ともに前年

を下回りました。

発注者別の請負金額では、街路改良工事や水道

施設等の大型工事案件はあるものの、全ての発注

者で前年同月と比べ減少しています。

［企業倒産］……………件数、金額ともに前年より微増

２月の企業倒産（負債額１，０００万円以上）は、件

数が前年同月比３３．３％増の８件、負債総額は同

１３．０％増の９億円となり、件数、負債総額ともに

前年を上回りました。

前月発生した大型倒産の為、負債総額は大幅減

となっていますが、件数は小幅ながら増加してい

ます。

長崎県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

長崎県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

長崎県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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